
	番号
	見出し／本文
	やさしい日本語

	59
	子どもに声をかけてあげてください
	子 (こ)どもに声 (こえ)をかけてあげてください。

	
	被災した子どもは、とても怖い体験をして、不安な思いをしています。
子どもたちには、「もう大丈夫」「みんなが守ってあげるよ」と言葉にして伝えてください。そして子どもをひとりにしないで、大人に見守られているという安心感を与えてください。 「もう大丈夫」と、繰り返し言葉に出すことで、子どもたちも安心することができます。
	子 (こ)どもに話 (はな)しかけてください大 (おお)きな地震 (じしん)と津波 (つなみ)（高 (たか)くて大 (おお)きい波 (なみ)）があったので子 (こ)どもは怖 (こわ)がっています。
まわりの大人 (おとな)がやさしく話 (はな)しかけてください。
子 (こ)どもは安心 (あんしん)します。

子 (こ)どもを安心 (あんしん)させるために次 (つぎ)のことをしてください
●大人 (おとな)は子 (こ)どもといっしょにいてください子 (こ)どもを一人 (ひとり)にしないでください
●子 (こ)どもにゆっくり話 (はな)しかけてください子 (こ)どもに「もう大丈夫 (だいじょうぶ)だよ」「みんながあなたを守 (まも)るよ」と話 (はな)してください

子 (こ)どもを安心 (あんしん)させてください。
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